
































































































































































































































































































（Ohsawa.S et al, Ubon Child Motor development study, Fuji 
Technology press, 1993）
図４　ソフトボール投げ
（Ohsawa.S et al, Ubon Child Motor development study, Fuji 
Technology press, 1993）
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目一つしか、ボールを投げる運動様式を持った遊
びを見出せませんでした。
その後もあっちこっち探し回りましたけど、結
が、その中に「馬の背のボール投げ」と言われて
いる遊びがあります（表１、図５）。タイにある
500種類ぐらいの運動遊びの中で、僅かにこの種
表１　タイ伝統遊戯・スポーツ地図
（佐川，國士，大澤著　大妻女子大学人間生活科学研究所刊．1998年）
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それからウボン・ラチャタニーというところ
ですが、馬の背ボール投げそのものは、もう
ほとんどなくなっております。
しかしボール・スローイングの能力という
ものは、おそらく、バレーボールやバスケッ
トボールその他のボール競技が学校教育を介
して入り込んだことによって、多分良くなっ
ているのではないか、 というふうに思いま
す。
もう一つ話題を提供させていただきます。
時間がないので端折りますが、表のマトリッ
クスを考えます（表２）。スポーツの種目を
タテに並べる。そしてたとえば野球なら、野球と
いうスポーツのルールの中に潜んでいるシステム
要素と言いましょうか、たとえばコートがあるか
とか、ないとか。何人制であるとか、投げる要素
があるか、とか。コンタクトプレーがそこにある
か、とか。シューティングというファクターが入
っているか、そういうそのスポーツの構成要素を
ヨコに並べていきまして、タテに競技名をずっと
並べます。そして該当する項目をチェックしてい
きます。「ある」「ない」を、評価するわけです。
これをクラスター分析にかけたものが、次の図
６です。そういたしますと、たとえば陸上競技の
グループの中には、スピードスケートとかローラ
ースケート、あるいはスキーというような、一つ
のクラスターが見られます。この辺では、フィー
ルドアスレチックと乗馬、水泳、ヨットが１つの
グループとしてクラスタリングされておりまし
て、似たもの同士が要するに集まっているという
ことです。
そこで、たとえばこの中に、セパタクローのよ
うな伝統的な種目を、もし入れたとすると、間違
いなくこれは、皆さんも常識でわかるでしょうが、
国際式のボクシングが同じクラスターに分類され
るでしょう。このことはどういうことを意味する
かというと、ちょっと方向を変えて、来週から、
「僕はインターナショナルボクシングに転向しち
ゃおう」とういうことができ易いわけです。
局タイでは、「ボールを投げている」という局面
は、その伝統遊びの中では、これしかないのです。
最近ではバレーボールやバスケットボールが学校
教育を介して入っておりますから、いくぶん変わ
ってきてはいるとは思いますけれども、このこと
と、実は先ほどの、決定的に日本人とタイ人が投
能力が違う、ということの原因になっているとい
うことを、知ったわけです。
そこで私は、こう考えました。我々が生物学的
な発達や成長と言っているものの中で、こういう
スキル要素が多分に入っているものは、非常に文
化的要素が強いということである。つまり、文化
依存性を我々はある意味では評価しているのであ
りまして、決してタイ人がボールを投げる能力が
ない、ということではなくて、そういう運動様式
の文化がないというか、乏しいということでもあ
ります。そういうふうに考えたのです。
実は、男性と女性のボール投げの成績も、言っ
てみれば生物学的な性差と考えがちですけれど
も、必ずしもそうではなくて、女の子たちがボー
ルを投げる、そういう文化というものが極端に男
の子より乏しいと理解した途端に、我々の発達特
性を見る目というものが違ってくるだろうと、こ
ういうふうに私は考えたわけです。次は、男性の
ボール投げの経験率の分布図です。タイ全土で調
べておりますが、最近では、２つの地点で観察し
てます。北のほうのチェンマイというところと、
図５　馬の背のボール投げ
シンポジウム 111
表２　スポーツ種目の特性の数量化
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あるいは場合によっては、タクローの選手がバ
レーボールの選手に転向する、あるいはサッカー
の選手に転向するという形で、冒頭に申し上げた、
より優勢なスポーツに取り込まれて、どんどんパ
ンデミック化していってしまうということが起こ
り易いわけです。
ここではそれが良いとか悪
いとか、という価値の問題を
議論しているのではなくて、
スポーツの国際化と現象に何
らかの法則的な理解をしよう
とすると、こういうことも言
えると思うのです。その時に、
私たち日本人は、自分たち日
本人のスポーツというものを
どう考えていったら良いんだ
ろうか、そういうこともぜひ
お考えいただきたいのです。
それからここでの話題とし
ては、もう一つは、運動能力
というものは非常に高い文化
依存性を持っている。つまり、
言ってみれば、子どものころ
からそういうテレビなどを見
て、例えばボール・スローイ
ングならば、ジャイアンツの
投手のピッチングを子どもの
ころから見ていて、ボールを
握った時には、頭の中にある
程度イメージができあがって
いる子どもと、そういうもの
がない子どもがいる。それは
文化の差だということです
ね。
そういうものが、我々が生
物学的な能力だとと考えがち
な運動能力の中にも色濃く入
り込んでいるんだと、そうい
うようなことを含めて、スポ
ーツ教育の持っている役割というのは重大だ、と
いうふうに考えていただきたいのです。ちょっと
時間の関係で、この辺で、まずは切らせていただ
きます。
図６　スポーツ種目の分類別（Ward法による）
